
❖開会挨拶 源由理子（明治大学ガバナンス研究科長）
❖教員紹介
❖パネルディスカッション
「ガバナンス最前線～多様な関係者の連携・協働の現場から～」

問合せ先：明治大学専門職大学院事務室 ☎ 03-3296-2397 ✉ gabaken@mics.meiji.ac.jp

明治大学公共政策大学院
シンポジウムのご案内

申込
方法

聴講希望の方は、本研究科ホームページよりお申し込みください。
http://www.meiji.ac.jp/mugs2/

明治大学ガバナンス研究科 検索

同日13時より研究科概要説明会・個別相談会を実施します。
シンポジウム同様に研究科ホームページよりお申し込みください。
公共政策大学院に興味のある方は是非ご活用ください。

オープン 
キャンパス 

QRコードからも
申し込みできます

❖ お申し込み方法

2018.9/23 日

14時30分～17時00分［開場：14時］

会場
明治大学駿河台キャンパス
アカデミーコモン2階

会場はこちら

成澤廣修 内藤達也 北川嘉昭
文京区長 国分寺市副市長 荒川区副区長 長野県立大学教授

前：豊岡市副市長
明治大学教授

❖ パネリスト

真野毅 長畑誠

定員 120名（先着順）



❖パネルディスカッション登壇者紹介

ガバナンス研究科のカリキュラム・入学試験情報

「ガバナンス研究科」は、「公共政策」に関する課題発掘・立案・決定・評価に至る一連の政策形成過程に
基づく科目編成を行っています。とりわけ、政策の展開過程における政治・行政学的見地、法律的一貫性、
経済学的能率性とともに、環境・資源問題を含めて国際的見地を重視しています。政治・行政、経済・財
政、法律の3分野を基幹科目群として配置し、それらを具体的に把握、理解するための応用科目群として政
策分野研究科目を豊富に配置し、ガバナンスをめぐる諸相の理解を目指します。さらに、政策の対外発表能
力涵養のための演習科目を配置しています。

出願期間 2018年10月12日(金)～10月22日(月)

試験日 2018年11月10日(土)

合格発表 2018年11月13日(火)

出願期間 2019年1月11日(金)～1月21日(月)

試験日 2019年2月9日(土)

合格発表 2019年2月13日(水)

Ⅰ期入試 Ⅱ期入試

※9月入学も実施しています。また、全課程を英語で実施するイングリッシュ・トラックも設置しています。

成澤廣修（なりさわ ひろのぶ）文京区長

内藤達也（ないとう たつや）国分寺市副市長

北川嘉昭（きたがわ よしあき）荒川区副区長

長畑誠（ながはた まこと）明治大学ガバナンス研究科教授

真野毅（まの つよし）長野県立大学教授、前:豊岡市副市長

1961年東京生まれ、横浜市在住。東京大学法学部卒、上智大学大学院修士課程修了。在学中から
NGOの活動に関わり、卒業後、特定非営利活動法人シャプラニールの職員として活動。その後、国際協力
NGOセンター調査研究員を経て、2004年に仲間とともにNPOを設立（一般社団法人あいあいネット）、
同会代表理事。住民主体の地域づくりや自然と共生した暮らしの創出、コミュニティ・ファシリテーションをテー
マに、日本国内の地域やインドネシア、ベトナム等で活動。

1958年荒川区に生まれる。1981年法政大学法学部卒業後、荒川区に入庁、1997年に防災課長に就
任、商工振興課長、政策企画課長、総務企画部長等を経て、2014年に副区長に就任し、現在2期目。
2005年に明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科修了（1期）。荒川区民総幸福度の研究、公会
計制度改革、複合施設「ゆいの森あらかわ」の整備や子どもの貧困対策など、幅広い業務に従事。

1956年生まれ、1979年國學院大學文学部卒業、同年国分寺市入職、こくぶんじ市民活動センター長、
都市計画部長、都市建設部長、総務部長、政策部長等を経て、2016年より現職。2006年明治大学公
共政策大学院ガバナンス研究科修了。まちづくり情報センターかながわ客員研究員、（株）公共経営・社
会戦略研究所客員研究員。日本協働政策学会理事。2012～2014年明治大学経営学部特別招聘教
授。著書に『地域再生と戦略的協働』共著（ぎょうせい）、『ソーシャル・エンタープライズ』共著（丸善）、
『ケースで学ぶまちづくり』共著（創成社）等。

1966年生まれ、明治大学公共政策大学院修了。1991年、当時全国最年少の25歳で文京区議会議員
に初当選。特別区議会議長会会長等を歴任。区議を４期務めた後、2007年4月に区長に初当選（現
在3期目）。2010年4月、地方自治体首長初の育児休暇を2週間取得し、話題となった。現在、特別区
長会幹事、東京都子供・子育て会議委員、跡見学園女子大学兼任講師等も務める。本年9月よりガバ
ナンス研究科で政策研究Ⅱ－Ｄ「政策コーディネーション」を担当。

京セラに1978年入社。稲盛名誉会長の下で、ベンチャー投資、J/V、M&A等を通じた事業提携を推進し、
米国子会社社長として京セラの海外戦略を担当した。2009年に公募で兵庫県豊岡市副市長に就任。豊
岡市に協働型プログラム評価の導入し、鞄産業のブランド向上や城崎温泉のインバウンド事業拡大を地域
協働で推進した。2011年に明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科修了。2期8年の任期の終え、現
在、長野県立大学グローバル・マネジメント学部教授。著書に『地域協働のマネジメント』共著等。

（司会）


